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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・電算化委員会より

　以下の日程で不要データの定期移動を行います。

　3/31　17:00～（データ移動作業中でも通常のパソコン業務には支障のないように作業します。）

　対象：過去1年間の使用実績のないファイル

　各自、ファイルやデータの確認をお願いします。移動実施後のファイルについては電算化委員

　会委員へ問い合わせて下さい。

・TQM、SSチームより

　4/16定期異動に伴い、下記の日時にて、WIZ設定変更を行う為、WIZの使用が出来なく

なります。
日時：4/16(月) 9:00～12:00まで
＜患者様連絡事項＞

・赤坂　順市様～明日より定期処方の内容が変更されます。

　　　　　　　　リスペリドン（1）2T→エビリファイ（6）2T　他同内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2×nde(朝・夕)

　　　　　　　　服薬状況、睡眠状況や活動性の変化について観察・確認していきましょう。

・三上　勇様～本日、妹様からSWへ連絡が入っています。（家の処分に関連して）

　　　　　　　現在の本人の様子と保護者について概略を伝え、連絡先を確認しています。

　　　　　　　時期は未定ですが、本人と面会される事になります。

　　　　　来院時にあらためて保護者について説明し、協力を依頼していく予定です。

　　　　　　　本人にどのようなタイミングで妹様から連絡が入った事を伝えるかは今後

　　　　　　　主治医へ報告し、対応を検討していく事をSW側と申し合わせていますので、

不用意に伝える事は控えて下さい。

・伊藤　雄一様～本日日赤病院受診の為外出されています。

　　　　　　　　内服薬同内容にて77日分処方（3/28～6/12）となっています。

＜田名部Drケースカンファ・診察＞

・倉橋　生子様～放歌・周囲への干渉ありますが、トラブルには至っていませんが、

　　　　　　　　スタッフに対する粗暴的な言動が見られています。本日もスタッフ

　　　　　　　　オフィス前の窓を大きな音を立てて閉めている事があります。

　　　　　　　　何らかの不満等によるものか、スタッフ側の反応をみるため意図的に

　　　　　　　　行動しているのか、症状（被害的な思考や認知）によるものか見極めて

　　　　　　　　いく必要があります。日課・プログラムの取り組み状況、睡眠状況や

　　　　　　　　周囲との交流状況及び干渉・トラブルについて観察・確認していきましょう。

　　　　　診察→身体不調を訴える事はありません。本日の粗暴的な行動やイライラ感について
　　　　　　　　は、「言ったらキリがない。複雑な心境ですけど。」「皆、それぞれあるから。」
　　　　　　　　と話しています。

・菊地　明子様～昨日の面会にてしゃがみ込む事があります。「急にムズムズして。」と

　　　　　　　　話しています。その後は廊下をウォーキングしています。声掛けには

　　　　　　　　「足が気になっている訳ではないです。」と話しています。日課・プロ

　　　　　　　　グラムには支障なく取り組む事が出来ています。

　　　　　　　　日課・プログラムの取り組み状況、睡眠状況について観察・確認し、

　　　　　　　　今後への不安・焦燥感の変化について併せて確認していきましょう。

　　　　　診察→下肢のムズムズ感については「今日はないです。」話しています。
　　　　　　　　他、調子については「ソワソワしたり、動悸がします。」と話し、不安
　　　　　　　　については、一人でいる時等、「ぽっかり穴が開いたような時」に感じると

　　　　　　　　話しています。

・林　田鶴子様～食事摂取状況の不安定さが認められ、身体不調の訴えも聞かれています。

　　　　　　　　日課・プログラムは支障なく取り組んでいます。

　　　　　　　　同室の患者様（倉橋生子様）からの干渉が影響している事も考えられます。

　　　　　　　　日課・プログラムの取り組み状況、睡眠状況について観察・確認すると

　　　　　　　　共に、他の患者様からの干渉に対する心的負荷についても確認していき

　　　　　　　　ましょう。

診察→調子については「痛いとこなくなりました。」と話しています。同室の
　　　　　　　　患者様からの干渉については「今はないです。」と話し、心的負荷は感じてい
　　　　　　　　ない様子が伺えます。

＜注目患者様ケース検討＞

・稲垣　恵利子様～日課・プログラム支障なく取り組んでいます。帰宅要求や私物や金銭に

　　　　　　　　　関する訴えは聞かれません。

　　　　　　　　　日課・プログラムの取り組み状況、睡眠状況について観察・確認すると

　　　　　　　　　共に単独で病棟を離れないよう所在の確認も行っていきましょう。

・山田　隆雄様～昨日夕食前後に奇声を発しており、介入に対し「何でもない。」と

　　　　　　　　話していますが表情硬さあり、両手を動かしています。

　　　　　　　　起床後は落ち着いて過ごす事が出来ています。本日も日課・プログラムは

　　　　　　　　支障なく取り組んでいます。調子については「大丈夫。」と話しています。

　　　　　　　　日課・プログラムの取り組み状況、食事摂取状況について観察・確認して

　　　　　　　　いきましょう。異常体験に左右された言動が認められた場合は介入し、状態

　　　　　　　　についての言語化を図っていきましょう。

